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企
画
財
政
課
か
ら

行
政
評
価
諮
問
事
業
に

関
す
る
答
申
の
お
知
ら
せ

行
政
評
価
と
は
？

　

行
政
が
行
う
様
々
な
事
業
に
つ
い
て
、
一

定
の
基
準
で
、
で
き
る
限
り
分
か
り
や
す
い

指
標
を
用
い
て
、
そ
の
必
要
性
や
効
率
性
、

成
果
な
ど
に
つ
い
て
、
客
観
的
な
立
場
で
評

価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
予
算
編
成
や
効
果

的
か
つ
効
率
的
な
行
政
運
営
に
活
か
す
た
め

の
制
度
で
す
。

　

こ
の
度
、
行
政
評
価
委
員
会
が
、
９
月
か

ら
12
月
の
間
、
計
４
回
に
わ
た
り
「
各
地

域
の
夏
ま
つ
り
事
業
ほ
か
６
事
業
」
に
つ
い

て
、
そ
の
有
効
性
や
優
先
性
、
達
成
度
、
効

率
性
、
波
及
性
等
の
観
点
か
ら
、
審
議
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
審
議
結
果
を
平
成
19
年
12

月
26
日
に
、
谷
口
町
長
に
答
申
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
内
容
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

な
お
、
諮
問
事
業
の
改
善
意
見
や
方
向
性

な
ど
、
提
出
さ
れ
た
答
申
内
容
を
検
討
し
、

今
後
の
行
政
運
営
に
活
か
し
て
い
く
よ
う
取

組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
審
議
経
過
】

⑴
対
象
事
業 

　

各
地
域
夏
ま
つ
り
事
業
、
南
宇
和
観
光

協
会
助
成
事
業
、
看
護
職
員
等
修
学
資
金

貸
付
事
業
、
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
等
施
術
費
助
成
事
業
、
わ
が
里
づ
く
り

事
業
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
、

病
院
運
営
事
業
の
計
７
事
業
。

⑵
審
議
方
法  

　

事
務
局
又
は
担
当
課
か
ら
提
出
さ
れ
た

資
料
を
基
に
、
担
当
課
へ
の
質
疑
応
答
を

行
い
、
評
価
委
員
会
で
方
向
性
な
ど
の
意

見
を
出
し
合
い
と
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し

た
。

【
委
員
会
の
方
針
・
意
見
】

　

今
回
の
各
諮
問
事
業
に
対
す
る
評
価
は
、

次
の
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。

平成19年度諮問事業
諮問事務事業 担当課評価 担当課

方針
【委員会方針】 【改善意見等】事業 

番号 事務事業名 重要性 有効性

1 各地域夏まつり事業 B C 統合
統合 

（各実行委員会等
への説明必要）

各地域の夏まつりは、地域振興の役割を担ってお
り、住民同士のふれあいや高揚感を高めるなど必要
性は高く継続する必要がある。担当課が判断してい
るとおり、いずれは夏祭りの意義、目的などそのビ
ジョンを明確にして、一本化を進める必要がある。

2
南宇和観光協会助
成事業

B D その他
見直し 

（助成金のあり方、
組織体制の改善等）

観光協会は観光振興事業を担う役目であり
必要性は高いと考えるが、現在の事業報告
の内容では効果が期待できないと考える。 
先進事例を参考に体制、業務展開の変更を検討。

3
看護職員等修学資
金貸付事業

C C 縮小 廃止の方向で検討
この事業の導入時期の社会背景と現在の社会背景が変
化しており、当初の目的は達成されていると考える。

4
はり、きゅう、マッサー
ジ等施術費助成事業

C B 維持 廃止の方向で検討
利用者が対象者の６～７％程度であるという
事と、客観的な数値で福祉向上（健康増進）
に効果があるということが見えにくい。

5 わが里づくり事業 B B 維持
見直し 

（条例の再検討）

地域文化の継承と育成は大切なことであり、目
的に沿った事業であれば地域づくりを支援する
事業として必要性は高いが、補助対象範囲等を
類似の事業と条例の精査をする必要がある。

6
学校給食センター
運営事業

ー ー 維持 統合
学校給食へのニーズは高く、継続が必要な事
業だと思われる。安心・安全を考えると、早い
時期での統合建設を検討して欲しい。

7 病院運営事業 ー ー 維持

維持継続 
（継続的に成果の
向上、効率の向上

を図ること）

高齢化が一段と進展する中、地域医療を担う医療療養
型としての対応を考えると自治体病院の存続は必要
と思われる。経費削減に努めながら当面は維持してい
き、社会情勢に併せて検討していくのが望ましい。

※担当課評価：「高い＝A、やや高い＝B、普通＝C、やや低い＝D、低い＝E」

答申書を手渡す山下求
もと

武
む

委員長と中村威
い

久
く

男
お

副委員長
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企
画
財
政
課
か
ら

公
益
、
公
平
な
補
助
金

活
用
を
め
ざ
し
て

○３年以内に見直しと答申された補助金

番
号 名　　称

担
当
課

交付先
H18

決算額
（千円）

適正
補助金額

（千円）

結
果 付帯意見

1
南宇和交通安全
協会補助金

総務課
㈳南宇和交
通安全協会

800 800 A

交通安全の啓発活動がボランティアに支えら
れている点を考慮すれば補助金は適当と思わ
れる。今後は会員数の減少等が見込まれるた
め効率的な運用を望む。

2
駐在所連絡協議
会補助金

総務課
愛南警察署駐
在所連絡協議
会連合会

350 350 B

地域によっては活動状況が異なり、費用対効
果に差がでており、繰越金が多い地域もあ
る。協議会設置目的に合致した活動に努める
必要がある。

3 傷痍軍人会補助金
保健福
祉課

愛南町傷痍
軍人会

30 0 C
高齢化により会員数は減少しており、組織活
動が望めないことから、補助金の助成は適当
でない。

4
軍人恩給連盟補
助金

保健福
祉課

愛南町軍人
恩給連盟

100 80 B

高齢化により会員は減少しており、県軍人恩
給連盟関係経費相当分の助成は妥当と思われ
るが、今後も県軍人恩給連盟に加入していく
場合は自主財源での負担を検討すべきである。

【
は
じ
め
に
】
平
成
17
年
度
に
発
足
し
た
諮

問
機
関
で
あ
る
「
愛
南
町
補
助
金
等
検
討
委

員
会
」
が
、
平
成
17
年
度
に
３
年
以
内
に
見

直
し
と
答
申
さ
れ
た
補
助
金
を
中
心
に
、
そ

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
結
果

を
、
平
成
19
年
12
月
25
日
に
谷
口
町
長
に
答

申
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
提
出
さ
れ
た
答
申
結
果
を
参
考

に
、
健
全
な
町
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

【
検
討
経
過
等
】
補
助
金
は
「
公
益
性
」
が

明
確
で
あ
る
こ
と
と
、
「
公
平
性
」
が
確
保

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
基
本
原
則
で
す
が
、
公

益
性
や
公
平
性
な
ど
は
時
間
と
と
も
に
変
化

し
、
ま
た
抽
象
的
な
も
の
で
幅
広
く
解
釈
さ

れ
や
す
い
概
念
で
あ
る
た
め
、
常
に
見
直
し

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
町
補
助
金
等
検
討
委
員
会
で

は
町
補
助
金
等
の
事
業
に
つ
い
て
、
望
ま
し

い
形
を
提
案
す
る
と
と
も
に
「
改
善
意
見

等
」
を
提
言
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
町
が
住
民
や
団
体
に
交
付

し
て
い
る
補
助
金
の
中
で
、
平
成
17
年
度
に

検
討
し
た
結
果
、
３
年
以
内
に
見
直
し
と
答

申
さ
れ
た
補
助
金
及
び
前
年
度
検
討
し
て
い

な
い
新
規
の
補
助
金
を
対
象
に
各
課
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
（
聞
き
取
り
調
査
）
を
行
い
ま
し

た
。

　

検
討
基
準
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
ニ
ー

ズ
、
公
益
性
、
発
展
性
、
費
用
対
効
果
、
改

善
対
応
の
項
目
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目

を
点
数
化
し
、
個
々
の
補
助
金
を
採
点
し
ま

し
た
。
特
に
、
今
回
の
検
討
は
、
前
回
の
答

申
に
お
い
て
見
直
し
が
必
要
と
さ
れ
た
補
助

金
に
つ
い
て
、
指
定
項
目
を
中
心
に
、
決
算

書
及
び
事
業
報
告
書
等
を
精
査
し
、
改
善
状

況
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
全
体
的
に
は
、
指
定
項
目
の

問
題
点
に
つ
い
て
改
善
さ
れ
、
交
付
の
適
正

化
を
確
認
で
き
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た

が
、
一
部
の
団
体
に
お
い
て
、
今
後
も
引
き

続
き
改
善
の
必
要
性
が
あ
る
と
い
う
意
見
で

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
内
容
に
つ
い
て
、
以
下
の
と

お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

補助金検討結果一覧表

※答申結果一覧表の「適正補助金額」は平成18年度決算に対してのものです。

※同「結果」欄にある「A」「B」「C」は、次の基準に対してのものです。

　「A」…補助金を継続するもの、「B」…補助金を助成するがさらなる改善を期待するもの、「C」…補助金を

助成することが適当と思われないもの。

※答申結果一覧表の「付帯意見」は、委員会において審査時にでた意見です。

答申書を手渡す細川安
やす

雄
お

委員長
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5 遺族会補助金
保健福
祉課

愛南町
遺族会

1,800 1,700 B

高齢化により会員数も減少しており、相互扶
助としての組織活動が低下している。補助金
の内訳も支部配分と県負担金が主であること
から、各支部での適正な会計運営を検討する
必要がある。

6
各種大会等参加
助成金

保健福
祉課

愛媛県社会
福祉大会参
加者

72 
大会参加
実績額と
する

A
当該年度の大会参加者数に基づく必要額で決
定すべきである。

7
手をつなぐ育成
会補助金

保健福
祉課

南宇和郡手
をつなぐ育
成会

70 60 B
会費以外にも自主財源の確保に努めているこ
とが認められるが、依然として繰越金が多
く、今後も適正な会計運営を望む。

8
身体障害者福祉
協議会補助金

保健福
祉課

愛南町身体
障害者福祉
協議会

910 910 A
地域相談員事業活動の充実を図るべくリー
ダー養成を推進することを望む。

9
母子寡婦福祉会補
助金

保健福
祉課

愛南町母子
寡婦福祉会

500 500 B
会員の確保を図り、費用の効果と活動の活性
化を推進する必要がある。

10
食生活改善推進
協議会補助金

保健福
祉課

愛南町食生
活改善推進
協議会

300 300 A

食生活の改善事業は重要であるが、活動範囲
が固定化している傾向がある。今後は諸事業
への参加範囲の拡大に努めていく必要があ
る。

11
南宇和障害者の社
会参加を進める会
補助金

保健福
祉課

南宇和障害
者の社会参
加を進める
会

250 250 A

障害者自立支援法との関連もあり、補助金の
助成は必要であるが、繰越金が多額のため、
補助金被交付団体として好ましくないことか
ら今後の改善を期待する。

12
南宇和心の健康を
考える会補助金

保健福
祉課

南宇和心の
健康を考え
る会

50 50 A
障害者自立支援法との関連もあり、補助金の
助成は継続すべきである。

13
シルバー人材セ
ンター補助金

高齢者
支援課

愛南町シル
バー人材セ
ンター

1,800 1,800 A

組織の規定も整備され、人件費の減額等の改
善が認められるので、引き続き補助金の支出
は妥当と思われる。今後は会員数の増大と事
業量の拡大に努めることを期待する。

14
農業振興奨励費 
（家畜損害防止事業補助金）

農林課
宇和島地方農
業共済組合

63 63 A
畜産業の安定を図る意味でも必要である。一
般損害防止については、自己責任の範囲で検
討する必要がある。

15
農業振興奨励費 
（稲作部会補助金）

農林課
えひめ南農
業協同組合
稲作部会

240 200 B

繰越金が多額のため、会費を減額したのであ
れば適正な運用方法ではないと思う。会議
費、研修費はH17年度より50％の減となって
いるが、他の団体に比べ多額である。

16
農業振興奨励費 
（野菜部会補助金）

農林課
えひめ南農
業協同組合
野菜部会

250 220 B
繰越金が引き続き多額であり、支出の面で他
の団体に比べ会議費、研修費が多額である。

17
農業振興奨励費 
（果樹部会補助金）

農林課
えひめ南農
業協同組合
果樹部会

230 230 B
会を運営するうえで会議費、役員手当につい
ては自主財源で賄うことが妥当である。

18
農業振興奨励費 
（肉用牛部会補助金）

農林課
えひめ南農業
協同組合肉用
牛部会

120 120 B
会を運営するうえで会議費、役員手当につい
ては自主財源で賄うことが妥当である。

19
農業振興奨励費 
（緑集落農業協議
会活動助成金）

農林課
緑集落農業協
議会

100 80 B
前回に比べ研修費は減額されているが、視察
研修に限らず、会の目的に沿った事業の検討
を期待する。

20
農業振興奨励費 
（愛南たばこ生産組
合活動助成金）

農林課
愛南たばこ
生産組合

50 0 C
他の団体に比べ繰越金が多額のため、補助金
の助成がなくとも自主運営は可能である。
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21
林業振興奨励費 
（南宇和椎茸生産者
連絡協議会補助金）

農林課
南宇和椎茸
生産者連絡
協議会

100 100 B
町の特産品として生産性の向上に繋がる活動
を期待する。

22
水産業振興奨励費 
（水産業振興事業
補助金）

水産課
愛南漁業協
同組合

6,474 6,474 A

マリンパウダー等の改善項目が解消され、水
産振興に必要な事業に転換されており、今後
も特産品としての販路拡大事業の推進に期待
する。

23
水産業振興奨励費 
（水産業振興事業
補助金）

水産課
久良漁業協
同組合

900 900 A

マリンパウダー等の改善項目が解消され、水
産振興に必要な事業に転換されているが、な
お販売事業については一層の創意工夫と品質
改善に努めることが望ましい。

24
愛南杯南レクテ
ニス大会実行委
員会補助金

商工観
光課

愛南杯南レク
テニス大会実
行委員会

195 150 B
同種目の開催を一つにすることで改善はされ
ているが、なお大会運営の効率化を図る必要
がある。

25 PTA連合会補助金
生涯学
習課

愛南町PTA
連合会

800 800 A

学校と家庭の連携という意味でPTAの存在は
大きく、また学校ごとに地域社会等の特性が
異なるため、下部組織の活動を支援するとと
もに、全体的なバランスをとりながら活動を
していく必要がある。

26 青年団補助金
生涯学
習課

愛南町連合
青年団

300 200 B

支部団体が２地域のみとなり、補助の効果性
が減少している。青少年教育、団体の育成は
不可欠であり、行政でリーダー養成を行うな
ど、積極的に改善策を検討すべきである。

27 体育協会補助金
生涯学
習課

愛南町体育
協会

2,400 2,400 A

各支部において参加料、会費等の収入が確保
されており、改善が見受けられるが、加盟団
体への補助金の割り振りに検討する必要があ
る。

28
体育奨励金 
（福浦地区御薬師
様少年相撲大会）

福浦公
民館

福浦地区御薬師
様少年相撲大会
実行委員会

150 90 B
地域の伝統行事であり、今後の大会運営に一
層の努力・工夫が必要である。

29 海洋クラブ補助金
御荘Ｂ&Ｇ
海洋セン
ター

愛南町御荘
B&G海洋ク
ラブ

100 100 A

事業をPRすることで御荘地域以外の会員が
増加して、改善がされており、積極的な活動
が評価できる。町の地域特性として海洋性ス
ポーツは重要である。

合　計 19,504 18,927 

○前年度検討していない新規の町単独補助金

番
号 名　称 担当課 交付先

H18
決算額 
（千円）

適正
補助金額 

（千円）

結
果 付帯意見

1 水利組合補助金 農林課 松島水利組合 38 
実 績 額
の1/2と
する

A 公共下水道のない地区として必要である。

2
スポーツ合宿誘
致補助金

商工観
光課

愛南町に宿
泊する団体

405 

１団体当
り200千
円以内と
する

A
事業のPRにより一層推進し、施設の有効利用
と地域活性化が実現するよう期待する。

合　計 443 －
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消
防
本
部
防
災
対
策
課
か
ら

「
地
し
ん
き
た　

つ
な
み
も

く
る
ぞ　

さ
あ
に
げ
ろ
」

　

消
防
本
部
防
災
対
策
課
で
は
、
津
波
被
害

の
軽
減
を
図
る
た
め
の
避
難
場
所
の
周
知
等
、

防
災
意
識
の
高
揚
を
め
ざ
す
た
め
、
町
内
の

小
中
学
生
を
対
象
に
「
津
波
避
難
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
」
（
小
学
生
３
４
９
作
品
、
中
学
生

３
７
１
作
品
が
応
募
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

城
辺
社
会
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
た
表
彰
式

で
は
、
谷
口
町
長
が
「
皆
さ
ん
の
標
語
を
津

波
等
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
町
内
沿
岸
部
の

一
時
避
難
場
所
に
掲
げ
、
住
民
の
皆
様
に
高

台
へ
の
避
難
の
重
要
性
や
自
然
災
害
等
に
対

す
る
危
機
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う

啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
」
と
、
入
賞
者
に

賞
状
と
副
賞
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
し
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
今

年
３
月
に
設
置
す
る
93
基
の
「
津
波
一
時
避

難
場
所
標
識
」
に
掲
示
し
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞 

「
地
し
ん
き
た　

つ
な
み
も
く
る
ぞ　

さ
あ

に
げ
ろ
」

緑
小
学
校
５
年　

松
村
拓た

く

未み

く
ん

優
秀
賞

「
あ
せ
ら
ず
に
声
か
け
合
っ
て
高
台
へ
」

福
浦
小
学
校
６
年　

猪
﨑
稔な

る

仁ひ
と

く
ん

「
も
う
一
度　

家
族
で
確
認　

避
難
場
所
」

御
荘
中
学
校
１
年　

松
本
彩さ

や

佳か

さ
ん

「
身
に
つ
け
よ
う
！
津
波
避
難
と
防
災
知
識
」

御
荘
中
学
校
３
年　

向
田
汐し

お

里り

さ
ん

「
何
よ
り
も　

命
が
大
切　

す
ぐ
避
難
」

城
辺
中
学
校
２
年　

山
田
奈な

央お

さ
ん

防
災
対
策
に
伴
う
各
種
標
識
・
看
板
の
設
置

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
ま
す
。

　

次
の
標
識
や
看
板
の
設
置
が
、
今
年
３
月

に
す
べ
て
完
成
す
る
予
定
で
す
。
「
い
ざ
と

い
う
と
き
」
の
た
め
に
、
津
波
一
時
避
難
場

所
を
確
認
し
、
日
頃
か
ら
地
震
津
波
等
に
対

し
て
の
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

津
波
一
時
避
難
場
所
標
識

津
波
が
来
た
と
き
に
一
時
的
に
避
難
す

る
場
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
津
波
の

と
き
に
避
難
す
る
場
所
と
し
て
皆
さ
ん

も
自
分
の
地
区
の
避
難
場
所
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

海抜10m標識
海抜10mのところに設置していま

す。津波避難のときの目安とし

て、この標識より高台へ避難して

ください。

市
街
地
海
抜
標
識

御
荘
・
城
辺
地
域
の
市
街
地
で
海
抜
10
ｍ

よ
り
低
い
場
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
津

波
の
と
き
に
は
浸
水
の
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
海
抜
10
ｍ
よ
り
高
い
所
に
避
難
を
し
て

く
だ
さ
い
。

津
波
一
時
避
難
場
所
案
内
図
看
板

沿
岸
の
主
要
な
施
設（
公
民
館
等
）に
設
置
し

て
い
ま
す
。
津
波
一
時
避
難
場
所
の
ほ
か
台

風
な
ど
の
と
き
に
避
難
す
る
公
民
館
や
役
場

支
所
、
大
災
害
時
に
避
難
す
る
体
育
館
や
施

設
な
ど
が
地
図
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

 2/
   15

最優秀賞を受賞した松村拓
たく

未
み

くん
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商
工
観
光
課
か
ら

冬
季
限
定
、
絶
品
の
カ
キ

づ
く
し
を
満
喫
！

環
境
衛
生
課
か
ら

捨
て
れ
ば
環
境
破
壊
、集
め
れ
ば
資
源
！

「
廃
食
用
油
」（
て
ん
ぷ
ら
油
等
）

回
収
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

消
防
本
部
防
災
対
策
課
か
ら

海
上
輸
送
路
の

確
保
を
め
ざ
し
て

総
務
課
か
ら

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
冬
初
め
て
の
企
画
と
な
る
「
ぎ
ょ

シ
ョ
ッ
ク
！
ツ
ア
ー
愛
南
か
き
食
べ
放
題
」

を
道
の
駅
「
み
し
ょ
う
Ｍ
Ｉ
Ｃ
」
で
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
松
山
市
等
か
ら
27
名
の
ツ
ア
ー

客
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

　

同
企
画
は
、
特
産
品
販
売
や
観
光
客
の
増

加
を
め
ざ
し
、
町
と
Ｊ
Ｒ
ワ
ー
プ
四
国
（
旅

行
代
理
店
）
と
が
共
同
で
実
施
し
て
い
る
事

業
で
す
。

　

当
日
は
、
焼
き
カ
キ
、
酒
蒸
し
、
カ
キ

飯
、
カ
キ
汁
と
、
旬
を
迎
え
肉
厚
で
プ
リ
プ

　

現
在
、
本
町
の
一

般
廃
棄
物
全
体
の
資

源
化
（
リ
サ
イ
ク

ル
）
率
は
、
県
内
で

も
下
位（
14
位
）に
低

迷
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
環
境
衛
生
課

で
は
、
生
活
環
境
の

保
全
や
資
源
の
有
効
活
用
を
進
め
る
こ
と

は
、
美
し
い
川
や
海
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
試
験
的
に
町
職
員
を

対
象
に
「
て
ん
ぷ
ら
油
」
の
回
収
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か

ら
、
町
内
全
域
の
一
般
家
庭
を
対
象
に
、
家

庭
か
ら
出
た
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
の
「
植
物
性

廃
食
用
油
」
の
回
収
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
事
業
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
詳
し
く

は
、
環
境
衛
生
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
事
業
説
明
】

○
回
収
で
き
る
も
の

　

家
庭
か
ら
出
た
「
植
物
性
廃
食
用
油
」

※
鉱
物
油
（
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
・
機
械
油

等
）
は
出
せ
ま
せ
ん
。

○
油
の
出
し
方
は　

食
用
油
が
入
っ
て
い
た

容
器
に
入
れ
る
か
、
２
ℓ
ま
で
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
油
を
出
す
時
は　

天
か
す
等
の
異
物
は
、油

を
こ
し
て
取
り
除
き
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
、

フ
タ
を
し
っ
か
り
閉
め
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
の
「
カ
キ
」
は
最
高
と
、
多
く
の
参
加
者

が
産
地
で
の
味
わ
い
に
大
満
足
の
様
子
で
し

た
。
ま
た
、
歴
史
を
語
り
継
ぐ
平
和
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
国
内
で
唯
一
、
現
存
す
る

「
紫
電
改
」
の
展
示
館
も
訪
れ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
ワ
ー
プ
四
国
宇
和
島
支

店
（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

３
２
２
２
）
又
は

商
工
観
光
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 1/
   20

○
ど
こ
に
出
す
の　

本
庁
環
境
衛
生
課
又
は

各
支
所
地
域
振
興
課
、
公
民
館
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
廃
食
用
油
を
入
れ
た
容
器
に

つ
い
て
は
、
町
で
廃
棄
処
分
を
行
い
ま
す
。

　

大
規
模

な
地
震
・

風
水
害
等

が
発
生
し
、

陸
上
の
交

通
路
が
遮

断
さ
れ
た

場
合
、
船

舶
を
活
用

し
た
緊
急

輸
送
活
動

が
必
要
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
海
上
輸
送
路
の
確
保
を
図
る
た

め
、
西
海
地
域
の
西
海
南
部
渡
船
組
合
（
福

浦
、
山
川
昭あ

き

彦ひ
こ

組
合
長
）・
宇
和
海
中
泊
渡

船
組
合
（
中
泊
、
長
濱
生せ

い

三ぞ
う

組
合
長
）・
愛

媛
県
遊
漁
船
協
同
組
合
（
柏
崎
、
松
本
明あ

き

義よ
し

理
事
長
）
の
３
団
体
（
計
18
事
業
所
21
隻
）

と
愛
南
町
が
「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
緊

急
輸
送
活
動
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し

ま
し
た
。
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
町
か

ら
の
協
力
要
請
に
よ
っ
て
、
被
災
者
や
災
害

救
助
に
必
要
な
生
活
物
資
、
資
材
等
の
輸
送

活
動
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

１
月
１
日
付
け
で
、人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。ま
た
、12
月
31
日
付
け
で
、有
田
寿す

美み

恵え

さ

ん（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘
准
看
護
師
）が

退
職
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
米
花
か
お
る

　

新  

御
荘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

　

旧  

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘

○
萬
由ゆ

紀き

子こ
（
新
採
）

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
楽
荘
看
護
師　

○
重
見
健け
ん

作さ
く（

新
採
）

　

国
保
一
本
松
病
院
看
護
師
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御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
海
洋
ク
ラ
ブ
員
」
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

税
務
課
か
ら

土
地
・
家
屋
評
価
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

海
洋
ク
ラ
ブ
は
、
豊
か
な
人
格
形
成
や
体

力
向
上
を
目
的
に
、年
間
を
通
じ
て
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
等
、様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】

①
加
入
資
格

　

町
内
に
在
住
す
る
小
学
校
４
年
生
以
上

　

縦
覧
制
度
と
は
、
納
税
者
（
納
税
義
務
者

の
う
ち
免
税
点
未
満
で
課
税
さ
れ
な
い
人
を

除
く
）
ご
本
人
の
固
定
資
産
の
価
格
が
適
正

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
、
比
較
し
た

い
土
地
又
は
家
屋
の
価
格
を
縦
覧
帳
簿
で
確

認
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
、
町
内
に
所
在

す
る
土
地
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の

納
税
者
の
方
に
、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

は
、
町
内
に
所
在
す
る
家
屋
に
対
し
て
課
す

る
固
定
資
産
税
の
納
税
者
の
方
に
、
比
較
し

た
い
土
地
又
は
家
屋
の
地
番
を
指
定
し
て
い

た
だ
き
、
縦
覧
期
間
中
に
限
り
見
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
年
会
費　

１
名
に
つ
き
、
５
，０
０
０
円

※
そ
の
他
、
研
修
事
業
に
つ
い
て
は
、
参
加

費
を
随
時
、
徴
収
し
ま
す
。

③
活
動
場
所

　

御
荘
湾（
大
島
周
辺
）・
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
外

④
活
動
日
程　

月
４
回
程
度

⑤
活
動
内
容

○
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ（
カ
ヌ
ー
、
ヨ
ッ
ト
等
）

○
陸
上
ス
ポ
ー
ツ（
手
旗
、ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
等
）

○
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
主
催
事
業
へ
の
参
加（
体
験

「
固
定
資
産
路
線
価
及
び

　
　
　
　

標
準
宅
地
の
位
置
の
公
開
」

　

納
税
者
の
方
々
に
、
土
地
の
評
価
額
の
計

算
を
具
体
的
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、

固
定
資
産
評
価
額
の
基
礎
と
な
る
固
定
資
産

路
線
価
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
標
準

宅
地
の
位
置
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

※
路
線
価
と
は
、
市
街
地
に
お
い
て
道
路
に

付
け
ら
れ
た
価
格
の
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的

に
は
、
道
路
に
接
す
る
標
準
的
な
宅
地
の
１

平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
の
価
格
を
い
い
ま
す
。

　

宅
地
の
評
価
額
は
、
こ
の
路
線
価
を
基
に

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宅
地
の
形
状
（
奥
行
、

門
口
等
）
に
応
じ
て
求
め
ら
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
、
税
務
課
（
℡
７
２
―

７
３
０
１
）
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

縦覧方法については、次のとおりです。

土地価格等
縦覧帳簿

所在・地番・地目・地積・価格が記載されて
います。

家屋価格等
縦覧帳簿

所在・家屋番号・種類・構造・建築年・床面
積・価格が記載されています。

縦覧期間
４月１日から４月30日までの午前８時30分か
ら午後５時
（但し、土・日・祝日を除く）

縦覧場所
税務課（本庁舎１階）
各支所住民福祉課

縦覧できる方

・町内に所在する土地又は家屋に対して課す
る固定資産税の納税者及びその同一世帯で
生計を一にする親族

・納税管理人
・納税者に委任を受けた代理人
（委任状持参）

持参するもの
・印鑑
・納税通知書又は運転免許証等ご本人である
ことを証明できるもの

※この制度は、納税者が自己の所有する土地又は家屋の価格が
適正かどうかを判断するためのものです。それ以外の目的と
思われる場合は、縦覧をお断りする場合がありますのでご了
承ください。

※縦覧期間以外は、土地・家屋価格等縦覧帳簿の公開は一切で
きませんのでご了承ください。

セ
ミ
ナ
ー
、
ク
ル
ー
ズ
）

○
そ
の
他（
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
他
市
町
と
の
交
流
）

⑥
申
込
方
法

　

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
入
会

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
年
会
費

を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⑦
申
込
期
間
（
随
時
募
集
）

　

３
月
５
日（
水
）か
ら
28
日（
金
）ま
で

⑧
問
い
合
わ
せ

　

詳
し
く
は
、
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

１
１
１
７
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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町
民
課
か
ら

平
成
20
年
４
月
分
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

税
務
課
か
ら

宇
和
島
税
務
署
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

町
民
課
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
導
入
し
ま
し
た

　

一
ヵ
月
の
保
険
料
額
１
４
，４
１
０
円

 (

平
成
19
年
度
保
険
料
額
１
４
，１
０
０
円

か
ら
、
３
１
０
円
引
き
上
げ)

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
月
納
め
る
の
が

原
則
で
す
が
、
納
め
忘
れ
の
防
止
や
、
金
融
機

関
に
行
く
手
間
と
時
間
を
省
く
た
め
、１
年
間

あ
る
い
は
一
定
期
間
ま
と
め
て
納
め
て
、割
引

も
あ
る
前
納
制
度
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

【
平
成
20
年
４
月
分
〜
平
成
21
年
３
月
分
】

一
ヵ
月
ず
つ
納
付  
１
７
２
，９
２
０
円

（
１
４
，４
１
０
円
×
12
ヵ
月
）

ま
と
め
て
12
ヵ
月
納
付
１
６
９
，８
５
０
円

（
12
ヶ
月
前
納　

割
引
額
３
，０
７
０
円
）

ま
と
め
て
６
ヵ
月
納
付 

８
５
，７
６
０
円

（
６
ヵ
月
前
納　

割
引
額
７
０
０
円
）

○
４
月
上
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ

る
納
付
案
内
書
に
入
っ
て
い
る
「
前
納
納
付

書
」
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
納
付
期
限

は
平
成
20
年
４
月
30
日
で
す
）

○
５
月
以
降
の
前
納
も
で
き
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
お

近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
申
込
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
前
納
に
な

り
ま
す
。）

　

今
月
の
社
会
保
険
・
年
金
一
日
相
談

　

○
３
月
18
日（
火
）

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　
　

町
商
工
会
城
辺
支
所

　
　

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

お
済
み
で
す
か 
確
定
申
告
は
！

　

確
定
申
告
は
、
も
う
お
済
み
で
す
か
。
期

限
を
過
ぎ
て
申
告
や
納
税
を
さ
れ
ま
す
と
、

本
税
の
ほ
か
に
加
算
税
や
延
滞
税
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
確
定
申
告
書
は
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
又

は
郵
送
等
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

納
税
は
、
期
限
内
に
お
願
い
し
ま
す

　

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
税
期
限

は
、
申
告
期
限
と
同
じ
３
月
17
日
（
月
）
で

す
。
期
限
内
に
納
税
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
預
貯
金
口
座

の
残
高
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

納
税
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
年
14·

６
％
の

延
滞
税
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
不
明
な
点
が
あ
れ

ば
、
宇
和
島
税
務
署
（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
１
）
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

電
話
に
よ
る
一
般
的
な
ご
相
談
は
、
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
で
税
務
相
談
官
が
承
り
ま

す
。
国
税
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
相
談
の
方

は 

↓
番
号
『
１
』
↓
『
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
』

へ
、
税
務
署
か
ら
の
照
会
や
納
税
な
ど
の
ご

相
談
又
は
職
員
に
ご
用
の
方
は
↓
番
号
『
２
』

↓
『
税
務
署
』
へ

★
厚
生
年
金
特
例
法
に
つ
い
て

　

厚
生
年
金
保
険
料
が
給
与
か
ら
天
引
き

さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
主

か
ら
保
険
料
の
納
付
や
資
格
な
ど
の
届
出

が
さ
れ
て
い
な
い
方
に
年
金
を
お
支
払
い

す
る
法
律
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
厚
生
年
金
特
例
法
の
成
立

に
よ
り
、
厚
生
年
金
保
険
料
の
給
与
天
引
き

が
あ
っ
た
こ
と
が
年
金
記
録
確
認
第
三
者
委

員
会
で
認
定
さ
れ
た
と
き
は
、
年
金
記
録
が

訂
正
さ
れ
て
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

０
５
７
０
―

０
５
―

１
１
６
５

　

平
成
20
年
２
月
よ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
は
、
被
保
険
者

ご
自
身
か
ら
事
前
に
申
込
み
を
い
た
だ
き
、

以
後
、
継
続
的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社

が
社
会
保
険
庁
に
立
替
納
付
を
行
う
も
の
で

す
。（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
堤
示
さ
れ
、

直
接
納
付
を
い
た
だ
く
方
法
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
希
望
の
場
合

は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
は
、
口
座

振
替
に
よ
る
当
月
振
替
「
早
割
」
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
６
ヵ
月
前
納
・
１
年
前

納
の
割
引
額
は
現
金
納
付
の
割
引
額
と
な
り

ま
す
。
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保
健
福
祉
課
か
ら

保
育
士
（
パ
ー
ト
職
員
）

を
募
集
し
ま
す
！

保
健
福
祉
課
か
ら

５
歳
児
歯
科
表
彰

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
転
倒
・
寝
た
き
り
予
防
運
動
」

Ｂ
＆
Ｇ
オ
タ
ッ
シ
ャ
教
室

参
加
者
募
集
！

　

愛
南
町
の
公
立
保
育
所
で
は
、
早
出
保
育

に
従
事
し
て
い
た
だ
く
保
育
士
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
保
育
所

　

柏
、
家
串
、
緑
、
東
海
の
各
保
育
所 

募
集
人
数　

各
保
育
所
１
名

勤
務
時
間　

１
時
間
（
午
前
７
時
30
分
か
ら

午
前
８
時
30
分
）

資
格
要
件

　

保
育
士
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方 

募
集
期
間　

３
月
１
日（
土
）午
前
８
時
30
分

か
ら
３
月
21
日（
金
）午
後
５
時
ま
で

申
込
み
先　

各
保
育
所
に
申
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

勤
務
時
間
等
、
詳
し
く
は
、

各
保
育
所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休
園
・
廃
園
す
る
保
育
所
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
、
次
の
保
育
所

が
休
園
・
廃
園
と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
し

ま
す
。

【
菊
川
保
育
所
】　
　
　
　
　

休
園

【
赤
水
保
育
所
】　
　
　
　
　

休
園

【
船
越
保
育
園
福
浦
分
園
】　

廃
園

　

町
で
は
５
歳
児
健
康
診
査
で
む
し
歯
が
０

本
だ
っ
た
お
子
さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
に
実
施
し
ま
し
た
５
歳
児
健
診
で
は

20
名
の
受
診
者
の
中
で
10
名
の
方
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
歯
磨
き
を
し
て
、

き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

三　

好　

武た
け　

琉る 

く
ん　

柏

　

清　

水　

亮
り
ょ
う  

佑す
け 

く
ん　

御
荘
平
城

　

樫　

田　
　
　

綾あ
や 

さ
ん　

御
荘
平
城

　

浦　

﨑　

基も
と　

徳の
り 

く
ん　

御
荘
平
城

　

芝　
　
　

花か

の

ん

乃
音 

さ
ん　

御
荘
平
城

　

大　

森　

七な　

湖こ 

さ
ん　

御
荘
平
山

　

中　

道　

柚ゆ
ず　

季き 

さ
ん　

久　
　

良

　

吉　

村　

愛あ
い　

永と 

く
ん　

城

辺

乙

　

合　

田　

圭け
い　

杜と 

く
ん　

城

辺

甲

　

萩　

尾　

裕ゆ
う

士じ

朗ろ
う 

く
ん　

増　
　

田

　

楽
し
く
、
か
ら
だ
を
動
か
し
て
転
び
に

く
い
〝
か
ら
だ
〞
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

　

転
倒
に
よ
る
骨
折
は
、
寝
た
き
り
に
な

る
原
因
の
第
３
位
で
す
。
転
倒
は
平
ら
な

道
や
小
さ
な
段
差
、
住
み
慣
れ
た
家
等
、

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
発
生
し
ま
す
。
御
荘
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
楽
し
く
体
を

動
か
し
て
「
転
び
に
く
い
体
」
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
に
次
の
と
お
り
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

期　

日
１
コ
ー
ス

平
成
20
年
５
月
〜
７
月

２
コ
ー
ス

平
成
20
年
９
月
〜
11
月

３
コ
ー
ス

平
成
21
年
１
月
〜
３
月

　
　

毎
週
金
曜
日　

全
15
回

　
　

時　

間　

10
時
〜
12
時

場　

所

　

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

体
育
館
・
プ
ー
ル
他

対　

象

　

 

介
護
が
必
要
な
方
を
除
く
55
歳
か
ら
65

歳
ま
で
の
方
で
医
師
等
か
ら
運
動
の
制
限

を
受
け
て
い
な
い
方

定　

員

　

各
コ
ー
ス
15
名
程
度

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
申
込
み
順
と
し

ま
す
）

参
加
料　

２
，０
０
０
円

　
　
　
　

（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
代
な
ど
）

教
室
内
容　

　

体
操
、
筋
力
増
強
・
バ
ラ
ン
ス
運
動
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
屋
外
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
、
水
中
運
動
な
ど

初
回
日
に

※
形
態
測
定

　

身
長
・
体
重
・
体
脂
肪
測
定

※
健
脚
度
測
定

　

10
ｍ
全
力
歩
行
・
最
大
一
歩
幅
・
40
㎝

踏
台
昇
降
バ
ラ
ン
ス
測
定
（
つ
ぎ
足
歩

行
）
を
行
い
ま
す
。

持
ち
物

　

運
動
の
で
き
る
服
装
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ

（
ス
リ
ッ
プ
し
に
く
い
も
の
）
タ
オ
ル
・

常
備
薬

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

　

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
７
２
―

１
１
１
７

　

保
健
福
祉
課

　
　

℡
７
２
―

１
２
１
２
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保健事業のお知らせ（３月）

保
健
福
祉
課
か
ら

新
し
い
健
診（
特
定
健
診
）・

保
健
指
導
の
流
れ

メタボリックシンド
ローム該当者

メタボリックシンド
ローム予備群

積極的支援 動機付け支援

生活習慣の改善にく
じけそうな時も大丈
夫です！
１ヵ月に１回、保健
師・栄養士がサポー
トします。

生活習慣を具体的に
どう変えるか、行動
目標を立て、正しい
食生活や運動などに
取組みます。途中
３ヵ月後に状況をお
聞きします。

〈
６
ヵ
月
間
の
保
健
指
導
〉

保
健
福
祉
課
か
ら

厚
生
労
働
省
か
ら
Ｃ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

☆☆☆☆☆☆☆育児相談☆☆☆☆☆☆☆

内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

育児相談 3月  3日 月 内海保健センター 　９：３０～１１：３０

みるくひろば 3月  7日 金 一本松保健センター 　９：３０～１１：３０

育児相談 3月12日 水 西海保健福祉センター 　９：３０～１１：３０

すくすく相談 3月13日 木 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

みなみっ子 3月17日 月 御荘夢創造館 　９：３０～１１：３０

☆☆☆☆☆☆☆その他☆☆☆☆☆☆☆

内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

栄養相談 3月11日 火 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

保健事業に関する問い合わせ　保健福祉課　℡７２－１２１２

　

新
し
い
健
診
・
保
健
指
導
で
は
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
と
そ
の
予
備
群
を
見
つ
け
、
生
活
習
慣

病
を
予
防
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

健
診
結
果
の
判
定
が
行
わ
れ
た
後
、
生
活

習
慣
改
善
の
必
要
度
に
応
じ
た
保
健
指
導
を

行
い
ま
す
。

　

「
特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤

及
び
特
定
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
製

剤
に
よ
る
Ｃ
型
肝
炎
感
染
被
害

者
を
救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
の
施
行
に

伴
い
、
Ｃ
型
肝
炎
訴
訟
の
原
告
の

方
々
と
の
和
解
の
仕
組
み
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

対
象
と
な
る
方
は

　

獲
得
性
の
疾
病（
※
１
）に
つ
い

て
「
特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
」

や
「
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
製
剤
」
の

投
与
を
受
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
さ

れ
た
方（
※
２
）と
そ
の
相
続
人
で

す
。

（
※
１
）
妊
娠
中
や
出
産
時
の
大

量
出
血
、
手
術
で
の
大
量
出

血
、
新
生
児
出
血
症
な
ど
が

該
当
し
ま
す
。
ま
た
、
手
術

で
の
腱
・
骨
折
片
な
ど
の
接

着
の
際
に
、
フ
ィ
ブ
リ
ン
糊

と
し
て
使
用
さ
れ
た
場
合
も

該
当
し
ま
す
。

（
※
２
）
既
に
治
癒
し
た
方
や
、

感
染
さ
れ
た
方
か
ら
の
母
子

感
染
で
感
染
さ
れ
た
方
も
対

象
に
な
り
ま
す
。

給
付
金
を
受
け
る
に
は

　

国
に
対
し
て
訴
訟
を
提
起
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
裁
判
で
和
解
が
成
立
し
た
場

合
、（
独
）医
薬
品
医
療
機
器
総
合

機
構
に
給
付
金
の
支
給
を
請
求
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
（
独
）
医
薬
品
医
療
機
器
総
合

機
構
（
℡
０
１
２
０
―

７
８
０
―

４
０
０
、
℡
０
３
―

３
５
０
６
―

９
５
０
８
、h

ttp
://w

w
w
.p
m
d
a.

g
o
.jp

/k
e
n
k
o
u
h
ig
a
i/c

-k
a
n
e
n
.

htm
l

）
受
付
時
間
は
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
６

時
ま
で
で
す
。

○
宇
和
島
保
健
所
企
画
課
医
療

対
策
係
（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
、
内
線
２
５
５
）
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

が
ん
検
診
申
込
書
は
３
月
21
日（
金
）ま
で

に
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
、
又
は
最
寄
り

の
公
民
館
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。



17 広報　　　　　　　　平成20年3月号

蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

３
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

３・４月行事予定表

第１日曜日   2日 菅外科胃腸科医院 御荘平城 ☎72-2225

第２日曜日   9日 中浦診療所 中　　浦 ☎75-0503

第３日曜日 16日 福岡医院 一 本 松 ☎84-3600

春 分 の 日 20日 竹本医院 城 辺 乙 ☎73-3271

第４日曜日 23日 内海診療所 柏 ☎85-0341

第５日曜日 30日 松本クリニック 一 本 松 ☎84-2001

第１日曜日   6日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第２日曜日 13日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

第３日曜日 20日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

３月の当直医
一　般　内　科

４月の当直医

救　急　担　当

国

民

健

康

保

険

税

10期分/
10期分

介

護

保

険

料

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督

促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。

町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る

べ
き
税
額
の
他
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、

駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月

末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日

が
休
日
の
場
合
は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

  今月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

 　５日・１２日・１９日
水曜日の　AM8：30～10：00
４月の引取日は、
 　２日・９日・１６日・３０日
水曜日の　AM8：30～10：00
　上記の時間内に、認め印を持って役場本庁または各支
所まで連れてきてください。詳しくは、環境衛生課（℡72－
7316）または各支所地域振興課まで問い合わせください。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、

小
屋
の
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

3/31
4/28

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛

南
町
役
場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
各
集
会
所

3/27
4/24

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦

盛
各
集
会
所

3/25
4/22

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・

内
泊
・
船
越
・
小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

3/21
4/18

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所

手
前
、
樽
見
小
学
校
跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久

家
各
集
会
所

3/18
4/16

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
旧
郵
便
局
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・

中
川
各
コ
ミ
セ
ン
、
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

3/14
4/14

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越

運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ

ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・
各
集
会
所

3/12
4/10

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節

崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺
新
町
各
集
会
所

3/10
4/8

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長

崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

3/6
4/4

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公

民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

3/4
4/2

３、４月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

日 曜 時　間 行事名 場　所

1 土

  8：30～16：00
第６回愛南

レクバレーボール大会
御荘B＆G海
洋センター

13：30～16：30
第11回ありんこ
くらぶの催し

一本松交流促進
センター

  9：30～
第25回全日本少年軟式野球
大会南予ブロック大会（～2日）

南高第2
グラウンドほか

2 日

  8：30～15：00
第39回南宇和郡

サッカー選手権大会
南レク城辺
グラウンドほか

10：00～14：00 お人形まつり 満倉保育所

10：00～14：00 南予文化協会交流大会
御荘文化
センター

3 月
石垣の里

「だんだん雛祭り」
（～4月3日）

外泊

5 水
  9：00～

サンゴ週間
（水中展望船割引）（～11日）

瀬の浜ほか

13：00～15：00 行政相談（内海地域） DE・あ・い・21

7 金 13：00～17：00
グリーン・ツーリズム

シンポジウム
ホテル

サンパール

9 日 14：00～16：00 子ども映画会 御荘夢創造館

10 月 10：00～
平成20年第1回

愛南町議会定例会（初日）
本庁議場

11 火 10：00～11：30
人形劇と絵本
紙芝居教室

正木公民館

12 水 13：00～15：00
行政相談

（御荘・城辺・一本松・西海地域）
御荘文化セ
ンターほか

15 土 14：30～ 読み聞かせ 御荘夢創造館

16 日   9：00～
第４回愛南９人制
女子バレーボール大会

一本松
国民体育館

17 月
10：00～15：00 人権相談 城の辺学習館

町内中学校卒業式 各中学校

18 火 10：00～15：30 年金一日相談 商工会城辺支所

22 土 12：30～
愛南町グラウンド
ゴルフ協会会員大会

あけぼの
グラウンド

23 日

14：00～15：00
作って遊ぼう

（幼児親子対象）
御荘夢創造館

  9：30～
13：30～

魚神山小学校卒業式
魚神山小学校閉校式

魚神山小学校

18：00～
南宇和高等学校吹奏楽部
第22回定期演奏会

御荘文化
センター

24 月 町内各小学校卒業式 各小学校

25 火 10：00～19：00
愛いっぱい愛南産直市

（～31日）
三越松山店

27 木
菊川・赤水保育所

卒園式
各保育所

29 土
  9：00～22：00 桜まつり（～4月7日）

南レク城辺公園
大森山桜園

11：00～15：00
美味しい「桜鯛」

ぎょショック・バスツアー
愛南漁協ほか

４月

4 金   9：30～ はまゆう入園式 はまゆう

5 土
公立保育所入園式 各保育所

10：00～
  9：00～

船越保育園入園式
小成川保育園入園式

各保育園

8 火
各小学校入学式

中浦中・篠山中入学式
各小・中学校

9 水 各中学校入学式 各中学校

10 木 10：00～ 城辺幼稚園入園式 城辺幼稚園


